sogo ha,honto ni tsurai-desuka?-watashi ni totte sogokatsudogata nihongokyoiku toha nanika- by キム ヨンナム
日本語教育実践研究 第2号
「総 合 」 は 、 ほん と うに 辛 い で す か?
一わたしにとってr総 合活動型 目本語教育」とは何か一
キ ム ・ヨンナ ム
【キー ワー ド】総合活動型 ・楽 しい習得 ・考えの深 さ ・自分の ことば ・喜び
1.は じめに
r日本語教育実践研 究(9)」 では、細川先 生が設計9担 当され てい るr総 合活動型 目
本語教育(以 下、総合)」 に参加 してい る実習生によ り、総合 クラス活動においての実
践研究が行 われる・実習生は、総合の クラスで 日本語学習者の活動 をサポー トす る傍
ら、 このクラスが実習生各自に とって どうい うものかをレポー トとしてま とめ るよ う
になっている。本 レポー トは、課題に従い、 まずrわ た しに とって総合活動型 日本語
教育 とは何かjを 動機 文 として作成 した。それか ら、 自分が抱 えている問題意識 を持
って、現在総合に関わってい る人 と対話す る時間を持った。以下の内容 は、大き くr動
機→対話→結論」 と構成 されていて、最終的 に 「わた しに とって総合活動型 日本語教
育とは何 か」と、その答 えを見出そ うと試みてい る。
2。 動機 一 塞一
いわゆ るr外 国語学習」 とい うと、誰が どれ くらい辛抱強 く単語を暗記 し、表現 を
自然 にこなすかによるのだと信 じ込 んでいた。外国語の上達 は知能指数 と関係な く、
根気 と忍耐力で勝負す るものだ と言われてきた し、なぜ勉強す るのかはまった く問 わ
れず、 どれ くらいのスキールを身 につ けたかばか りをしき りにテス トされ てきた。 そ
れ で、私に とって第二言語でのコ ミュニケーシ ョンは、暗記 と練習の繰 り返 しによっ
て可能な ものとい う印象が強かった し、実際 もそ の過程の中で 日本語を学習 してきた
ので ある。 このよ うな形態の第二言語学習には、 かな りの我慢強 さが求め られ る。 将
来、遭遇 するか も知れない場面を想定 して、表現 を機械的かつ辛抱づよ く暗記、練習
しない者は第二言語でのコ ミュニケーシ ョンな ど諦 めない とい けない と、思っていた,
しか し、第二言 語を習得する唯一の方法 として固く信 じて きた このよ うなや り方 を、
その根本か ら覆すきっかけになったのは、今年 の4月 か ら学習者 と して経験 したr総
合活動型の 日本語教室」である。新 しく提示 され る単語 も、 日本語 ら しい表現や正 し
い文法 もこの教室には存在 しなかった。ただ、各 自が言いたい ことを 日本語で表現 し、
一緒 に参加 したみんなの共感 を得れ ばそれでよ し。 この教室で は じめて、私は自らの
必要 によって単語や表現を調べた し、異な る形 の言い方 を 自分な りに考 えたのであ る。
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r総合」 の教室で発す る表現や書いた文 章な どは 、かけがえのないr自 分の言葉」 と
い う点で、意図的に行 った従来の言語学習 とは比べ物 にならない.
ところが、機械的な暗記学習 と同様で、r総 合活動型の 日本語教室」にお いてのr学
習』 も決 して楽 しい ものにはならなか った。 自分 の立場 を説明 し、それ を人に理解 し
て もら うため、今度 は学習者全員が時間をかけて考 え、悩まないといけなかったので
あ る。その上、このr考 える1過 程は予想 だに しなかったつ らい時問であった。r総合」
クラスにお いて も、や は り時間 と根気、忍耐力は必要だった。 当時、私 と一緒 にr総
合」クラスを終えた多 くのクラスメー トは、各 自の感想 を述べ る授 業の最終 目にrと
て も勉強 になった」とうなずきなが らも、r二度 とや りた くはない』と言っていた。r総
合」クラスでの活動 が、目本語習得に役 立ってい ると認 めているに も関わ らず 、一度
味わったそのr考 えることの辛 さ」をほ とん どの人が二度 と繰 り返 そ うと しなかった
のである。
い くら効果的な活動 であって も、学習者の参加 が単発に とどま ると言語を学習す る
意味がな くなって しま うのではないか。第 二言語の習得においてrは じめ」はあって
もrお わ り」は考え られない。だか ら、r総 合」クラスに学習者が重い負担 を感 じて し
ま うと、また機械的だ った元の暗記学習に戻ってい く可能性が高 くな ると思 った。
r総合」 クラスは言語の習得以前に、考 える行為 を通 じた 自我の確 立や コミュニケ
ーシ ョン能力の育成 という面において もとて も大 きな意味があると思 う。 このよ うな
r総合」の強みを生 か し、学習者のr思 考の負担 」は軽 くした、楽 しむr総 合」 とは
考え られ ないのか。思考を一気に搾 り出 さず、少 しずつ持続 させたい。私に とって総
合活動型 日本語教育は、楽 しく自発的に学習 を続けるきっかけを付与するこ とである。
3.対 話(1)
私が経験 した 「総合」は、かな り 「つ らい」 ものだった。不思議 なことにクラス活
動を面白い と思いなが らもrつ らさ』を感 じていた.動 機文で私はr考 える ことがつ
らい」 と述べているが、それは どうしてなのか。 それ に、 この 「つ らさゴは どうにか
軽減 できない ものなのか。その答えを探 るべく、私 は武 さんに対話 を申 し込んだ、
3-L対 話相手の武 さん
武 さんは早稲田大学の 日本語教育研究科 、「言語文化教育研究室」の2期 生で、総合
クラスに関 しては学習者 と担 当者の両立場 をすでに経験 している、彼女に初 めて出会
ったのは2004年4月 で、当時、私は大学院入試を準備 していた。将来韓国 に帰 り、
自分が今 まで習得ばか りしてきた 日本語 とい う言語を、 これか ら学 ぽ うとす るすべて
の人々のた めに使お うと思い始め、NPO法 人 「言語文化教育研 究所」の 「日本語教師
のための言語文化教育入門講座」 に参加 した。 ここで、私に教師 としてのあ り方や心
構えを深 く考 えさせ て くれた方が武 さんで ある。r総 合ユをよ く知ってい る彼女 二そ、
r楽 しい習得 とは何か」を話 し合 うに とて も適合な人 だと思い、対話 をお願 い した。
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3-2、 総合に関す る2つ の思い
3・2・Lラ クに学ぶ楽 しみvs、 学んで使 える楽 しみ
どうせ第二言語 を学ぶな ら楽 しく習得 したい とい う気持ちは昔か らあったが、一概
にr楽 しく」 といっても、人の思 うr楽 しい習得」がすべて一致す るわけにはいかな
いよ うだ。 武 さんの 「楽 しい習得」 は、私の考え と根 っこか ら違 ってい た。
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(、V:わたし、Tl武 さん)
靴 じゃ、武さんの思う 「楽しい習得」とは、どんなものですか。











私の、まるで言 い訳の よ うな子供の言語習得形態について、それ は別の話1と 、武
さんはきっぱ り言 った。そ して、言われた私 自身 もrう ん…、でも…」な ど、 もごも
ごと抗弁 しなが らも、実は心 の中では武 さんの断言を認 めていた。 単語 を覚えた り、
文法や表現 にい ちいち気を使 った りす るのは本 当に大変なことだ。子供の よ うに騒 ぎ
立てて遊 んでい るうちいつの間にか外国語が話せた ら苦労 を覚えず に済むだろ うと期
待す るのは、私だけではない と思 う。 しか し、大人は子供時代には戻れない。一社 会
人 と して、様々な人間関係が複雑 に絡み合 っている日常のなかで、r子 供のよ うに」 と
いつまでも遊び感覚 になって は言語 を習得す ることが難 しくなる、大人は新 しい言 語
を習得す る際、す でにその言語 を使 う場面においての人 との関係 、それに利害関係 ま
で も考慮す るか らだ,私 が望 んだr楽 しい授業」 とい うものが、ほか の学習者や 目標
言語 の母語話者 とわいわい しゃべ りながら 自然 に言語 を身 につけてい くとい う、rラク
に学 ぶ」クラスだったのか。武 さんの、子供 は別!と い うあま りにもきっぱ りした言
い方 振 りに私はがっくりしなが らも、大人 にな って しまってか ら言語 を学びは じめる
とい う現実 は認 めざるを得なかった。
しか し、そ うはいえども、苦 しい習得が結局楽 しい ものにつなが るとい うことは、
ど うも賛同できない。言語 を覚えて自在に使 えるのは楽 しいことだけ ど、そ こまで至
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る 過 程 が 苦 し く て 、 途 中 あ き ら め る人 も 多 い か ら だ 。 言 語 を 身 に つ け て 達 成 感 を 覚 え
る 前 に 、 つ らい 習 得 過 程 と い う高 い 壁 に 遮 ら れ て い る。 辛 抱 強 く耐 え て そ の 壁 を 乗 り
越 え な い と、 言 語 を 習 得 した 後 の 楽 しみ は得 る こ とが で き な い 。 だ か ら 、 で き れ ば 楽
し く習 得 した い の だ 。
3・2・2.「 考 え 』 の 深 さ
総 合 が 苦 しい 理 由 は 、 今 ま で 考 え た こ と も な い の に そ の 答 え を 出 す よ う に と 、 しつ
こ く求 め られ る か らだ 。 「私 はAさ ん が 好 き で す 」 「そ れ は ど ラ して で す か 」 「え?そ
れ は 、 な ん と な く_1。 総 合 で は 、 こ の 「な ん と な く_」 を は っ き り した 言 葉 に 変 え て
人 に 納 得 して も ら う時 ま で 間 い つ づ け られ る 。 母 語 で 説 明 し ろ と 言 わ れ て も で き そ う
も な い も の を 日本 語 で あ れ これ や り く り して 言 葉 をつ な げ て い る と 、 そ の も ど か し さ
に 心 が 焼 く 。 こ の 思 考 へ の プ レ ッ シ ャー を な ん と か 軽 く させ る と 、 総 合 ク ラ ス も 今 よ
り楽 しめ る か も 知 れ な い と 私 は 思 っ て い た 。
W=疑 問がある ときは もちろんrな ぜですか」 と聞 けるんです けど、総合 ではも う自分 もわか らない と
ころまで掘 り下 げるんですね。学習者 が答 えられ ない ところを結局答え させ ようと、r考 え させる」
のです。例 えば、私 の場合 、母語で話す とき、ただ 「OOが 好きだ」 とは言 って も、 「なぜ 」までは
あま り考 えないです。 で も、今 の総合 では、rなぜ」 が聞 かれて、またそこか ら考 えるんですね。
T;う ん …、でも、それ をしない と総合 じゃな い と思 う。
翫 私の 「考 える」… この部分でr考 え る」 ことの意味が違 うんです が、単語 がわか らない とき、ほか
の表現 を考 えて.そ の コミュニケー シ ョンをつ なげ ること。
Tlで も.そ うした ら頭 が全然動かない じゃない?そ れ は、表現に関 して動い てい るだけで しょ う。
卍(私 は〉それ も考える ことだ と思 ったんですけ ど。
T=あ 一。それは、考える こととはまた違 うかな…。考 える… 「深 さ」が違 う。
阯 で も、私が思 う、今 の総合の一爵つ らい ところがrな ぜ」で、それが 自分の レベルで答えるrな ぜ」
だった らいい。
T:だ か ら、それは 自分 で考 えていない ことじゃない。
W:で も、学習者がっ らいつ らい と思いなが ら、自分 の母語 でも言 えないの を総合で しゃべ るのは、 も
う授業 を登録 して しまったし、成績をも らわない といけないか ら頑 張ってい る と思 うんです。総合 が
終 わって しまった ら…。
Tlう ん、そ うか…、 うん…。
W=で 、その場 を離れた ら 「もういい∫こ とになって しま う、それ を私は もったいない と,慰ってい るん
ですね。で も、r考 え」が浅 くて も、それ が持続的 にず っ と考 える形になったほ うが…。
T;で も.そ れ は、私は 「考 える」 こととは思 わない よね。
賠 武 さんの 「考える」 のは、や っぱ り総合で深い と ころま で、突き詰める ことが 「考え る」 ことなん
ですか?
㌃ うん。 そ う、だか ら表現 を考 える、言い方 を考 える、入れ替えてみた り 信 葉 を)足 して みた りす
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るの は、r考える』ことではなくて、なんだろ う、r考 える」 とい う言葉 を使 うけれ ども、本 当の意味
での考 える こととは違 う。
翫 で も、母語で もそんなに考えてい るわけではないんで…。
T:う ん 、で も、それ は母語 と第二言語 とで分 ける もの じゃな くて…、だか ら、可能性 と して はね 、母
語では考えていなか った けれ ども、で も日本語 で考える ことができるよ うになった ら、母語 で もその
ようになる、 とい うことが教師冥利 に尽 きる… と思わない?
「楽 しい 」 とい う言 葉 と同 様 、 「考 え る」 こ と に も 武 さ ん は 私 と 異 な る意 見 を 侍 っ て
い た 。 日本 語 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で き る よ うに 表 現 や 言 い 方 を 工 夫 す る こ と と 、 今
ま で 考 え た こ と も な か っ た こ との 答 え を 探 る 、 と い う二 つ の 「考 え 」。 そ れ に 、 「総 合
ク ラ ス 」 に お い て は 後 者 の ほ うが 本 当 の 意 味 で のr考 え る1こ と だ と武 さ ん は 言 う。
しか し、 そ の 考 え る こ とが あ ま りに も 大 変 で 、 総 合 を 楽 しい と は 思 わ な い の だ 。
対 話 が こ こ ま で 至 っ て もr楽 しい 授 業 」 とは ど うい う もの か 、 ま っ た く つ か め られ
な か っ た 。私 は 、 自分 が 何 か 難 しい こ と を 望 ん で い る と は 思 わ な い 。た だ 学 習 者 がr総
合 」 をr楽 しい 日本 語 習 得 の 場 」 と感 じ て ほ しい だ け で あ る 。 あ れ こ れ 自 分 の カ で 考
え て 、 日本 語 で 表 現 して 、 そ れ を 人 に わ か っ て も ら う楽 しみ をr総 合 」 で 学 習 者 が 満
喫 し、 ま たr総 合 」 を 、 いやr考 え る」 こ と を続 け よ う と思 わ せ る ク ラ ス を 彼 ら に 与
え た い 。 そ の た め に は 、 や は り身 も 心 も持 た な い ほ ど の 過 重 な プ レ ッシ ャ ー が か か っ
て は い け な い 。 し か し、 思 考 へ の 負 担 を 減 ら して あ げ るつ も りで 、 学 習 者 の 奥 深 い と
こ ろ に あ る言 葉 に は 触 れ よ う と も せ ず 、 表 現 や 言 い 方 を 工 夫 す る表 ナ メ の よ う なr考
え 」 は 、 正 直 私 も 、 「総 合 」 に は な らな い と 思 っ た 。
3-3.「 総 合1は 日本 語 教 授 法 で は な い
賠 卒業 した ら、私 も多分 目本語の先生にな ろ うとす るだ ろ うと思 うん です け ど、そ うす る とや っ ぱ り
…今 の 「総合 」をや るこ とになるのではないか と…
、ま、自分 が習 ったのが これ なんで。
T;だ け ども、私の考 えはね、それ は方法 じゃなくて、考 え方 に過ぎない か ら、あれ をそのまま侍 って
てや る 二とはできない と思うね。
冒=う ん一・。
Tlだ か ら、 ヨンナム さんは このr楽 しく習得 したい」 と思 って いるよね・考 え方 は持 ってい て、形 は
違 うものになる と思 う。だけ ど、浅 く、形 だけを考 えるこ とにす る と、それ は考 え方 も全 然違 うもの
になっちゃ うか ら、根 っこが違 うものになるん じゃないかな とい うのが私の…考 え。
臥 私は国 で 「総 合」の形で 口本語 を学習 した ことがなか ったん です けど、今帰 ってもこの よ うな形懸
は多分 ない と思 うんです。何を心配す るか とい うと、この ようなク ラスを私が作 って学習者 を呼ん だ
とき.一 回や ってか ら・rあ、 もういい」 と(学 習者が)以 前 の学習 スタイルに もどるの では・一。
Tlな んか、根本的 に違 うのでは、私 は… 、ち ょウと待 ってね。
W:何 かが ズ レてるんです か。
T:う ん… ズ レてる、ズ レてる。 だか ら、それ を持っていってす るとい うこと自体が違 うんだ と思 う。
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形 を持 っていってす るん じゃな くて、考 え方 だか ら。形 を持っていってするんだ った らば、それ は本
当に一回で さよ うならになるけれ ども、今の総合 は考え方 を学んでい るだけだか ら、それ をそ のまま
持 ってい くのはあ り得ない。
Wlと い うのは…?
T;言 語学 習にお けるひ とっの考 え方.そ の考 え方の一っ の表 し方がr総 合ユで あって、それ が実現で
きない な らばで きないわけよね、私た ちは。
初 回 目 の 対 話 は こ こ で 終 わ っ て い た 。武 さん は 、r総 合 」 が 方 法 で は な くr考 え 方 の
一 つ 』 で あ る こ と を 指 摘 して くれ た が
、 当 時 、 私 は そ の こ と に あ ま り気 が つ か な か っ
た 。 私 は 、 自分 が 学 習 者 の と き 体 験 で き な か っ たr総 合 」 と い うス タ イ ル に ひ た す ら
惹 きっ け られ て い た し、私 自 身 も 将 来 い っ か は 「総 合 」 の よ う な ク ラ ス を 担 当す る こ
と に な る だ ろ う と信 じて疑 わ な か っ た 。 そ こで 、 ど う に か 思 考 の 負 担 を 軽 く した 「楽
し く思 え る 総 合 」 と は で き な い の か とい う思 い つ き に ま で 至 っ た の で あ る 。 しか し、
,恩考 を 徹 底 に しな い とr総 合 」と は 言 え な い と、武 さん は 一 貫 して 意 見 を述 べ て い た,
こ の 時 、私 は 結 論 が 書 け な か っ た 。r総 合 」 を 教 え る 方 法 の ひ とつ だ とば か り思 っ て
い た 私 は 、 将 来 つ ら い ま ま の 今 のr総 合 」 を 学 習 者 に 強 い る か 、 そ れ と も こ の ス タ イ
ル を諦 め る か 、 ど ち ら か を 決 め な い とい け な い と 思 っ て しま っ た し、 そ れ が 恐 ら く本
レ ポ ー トの 結 論 に つ な が る だ ろ う と推 測 して い た 。 しか し、 ど っ ち と も 決 め ら れ な か
っ た 私 は 、 取 りあ え ず こ こ ま で の 対 話 記 録 を ク ラ ス で 報 告 して み る こ と に した 、
4.ク ラ ス 報 告 一 〇 〇 流 「総 合 』
6縮 解 諄ノ2004年11万10β14'40～16ゴ04溜 研7ヒ学14蹄810号 室
(Hl細 川先生 、翫 わ た し)
1[1ど っちを選ぶか とい ラ… どっちは何 と何なんだ?
肥 だか ら、今の総合 をす るか 、それ とも違 う形 をとるか といった…
H:そ れ はおか しいんで、 ここでい くらそれ を書いたか らといウて 、僕 と同 じ授業 はで きないん です。
総合が できるのは、世界中、僕 しかいないんだから。
翫 なんか 、だか ら、ここで習 ってい るか ら。
Hlい や 一、そ うだけ ど.別 に同じことをや りな さい とは僕 は一言 も言 ってない し、で きるはずが ない
と思 ってい るんです。でも、だか らそれは何なんだ とい うことを考 えていかない と。それ が、武 さん
が言ってい る考 え方?形 と考 え方の、 うん…多分そ こになんか あるんだろ う。武 さん は武 さん流の総
合 をや っているわけですか ら、ま、だか ら、それ を彼女が どう考えているか 、それ を もうち ょっと切
り込んで聞 く必要性 はある。
ま とめ た 対 話 の 内 容 を報 告 す る ク ラ ス で 、 細 川 先 生 に ま た 同 じ よ うな こ と を 指 摘 さ
れ た 。 同 じ 「総 合 ∫ な ん か で き る は ず が な い 。 同 一 人 物 が や っ て も 「総 合 」 ク ラ ス は
毎 回 違 う。r総 合 」 と い うス タ イ ル の ク ラ ス で あ っ て も担 当 す る 者 に よ っ て 、 ま た そ の
と き の 学 習 者 に よ っ て 当 該r総 合 」 は 異 な る 色 を 放 っ の で あ る。
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r武 さ ん 流 の 総 合 が あ るは ず 」 とい う先 生 の コ メ ン トに は じめ て 、 私 は 自分 が 何 か
大 き く勘 違 い し て い る こ とに 気 が つ い た 。武 さ ん に は 武 さ ん 流 のr総 合 ∫が あ る は ず 。
そ れ は ど うい う も の な の か。r総 合 」 を 続 け る か や め る か 決 め られ な い ま ま 行 っ た 対 話
報 告 で 、 思 い が け な い 方 向 性 を 見 つ け た 私 は 、 こ の 意 外 な 展 開 に 期 待 を 抱 い た 。 ひ ょ
っ と した らr総 合 」 を 諦 め な く て もい い か も。 私 は 再 び 武 さ ん に 対 話 の 願 い を した 、
5.対 話(皿)
醐 謡『2回百ノ ∠～004年11/724!ヲ17'00～18♂300早 播 鰍 学22考 晃2艀 窮=β 遜
5-1.武 さ ん のr総 合 』 を 聞 か せ て く だ さ い!
ク ラ ス で の 報 告 内 容 を メ ー ル で 武 さ ん に 知 らせ た 私 は 、2度 目 の 対 話 願 い と 共 に 、
今 度 の 対 話 で は 武 さ ん のr総 合 」 と は 何 か を 聞 か せ て ほ しい と い う 旨 を も伝 え た 。 し
か し、そ の 質 問 は か な り武 さ ん を 困 らせ た よ うで 、彼 女 はr私 の 総 合 っ て 何 だ ろ う… 。」
と繰 り返 す ば か りだ っ た 。2度 目 の 対 話 の 日 も、 武 さ ん は や は り 困 っ た 表 惰 を 隠 せ な
か っ た 。
W=… と言 うことで、武 さん はどんな総合 を持 っているのかが聞きた くなったのですね・
T:は あ、それ は私 もまだ、 はっき りわか らない。
W:で も、やっぱ り武 さんのほ うも細川先生 と同 じ総合 をや ってい るとは思わないんです よね。何 が違 う
んです か?
T;何 が違 うんだろ う…。 とい うことよりも、根本 の考え方は多分 す ごく賛 同 してい るけれ ども、その
考 え方 をど う教室で具体化す るか とい うところが変わってくるので 、何が違 うとかとは…。で、ヨン
ナ ムさんが言ってい るのは、考 え方の点で何が違 うのかってい うこ と?
W;考 え方 でもいい し、細川先生の総合 とい うか・その理念 に賛同 してい ると して もまった く先生 と同 じ
総合が実現で きるはずはない と言 われま した.
T:う ん、 うん。
肥 だ とす ると、先生の総合 と武 さん の総合 はどこら辺が、微妙 で も異なってい るのか と。
Tlう ん …。 どこが異な っているんだろ う…。 私は、 うん…、形?う ん …。 細川先生は 、r掘 り起 こす.
掘 り起 こす」で しょ?で 、私 は、 も うち ょっ と掘 り起 二 しつっ、 なんだろ うな…、掘 り起 こ しっ っ、
も う少 しサポー トしてい く、表現のサポー トを してい く必要が ある。
W:表 現のサポー トとい うのは、 もっ と表現 を磨 くとい う意 味 としての?
T=だ か ら、その人 らしい・一、そ の人 が言 いたいことが伝わ るだ けじゃな くて、 も うち ょっと、なん と
い うのかな…、あの う…、い ろんな表現 を したい って思ってい るはず だ と思 うのね。伝わ るだ けじゃ
な くて、文 とい うの はそ の人 を表すものだか ら、その人 ら しい ものに、
W=で も、その人 らしい・一ものを、教師が どうやってサポー トしますか?
Tlあ 、サポー ト?そ の人 らしい ものが出て くるよ うに、なんとい うかな 、い ろんな語彙のパ リエー シ
ョン とか、文型のバ リエーシ ョンなんか をある意味、つけなが ら、で、そ こか ら学習者が ピックア ッ
プ していくよ うなこ とが 必要 じゃないかなってい うふ うに….
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r武 さんの総合 は どうい うものですか?」 この質間 に武 さん はかな り困惑 したよ う
だった。何 か違 うところが あるい うことは認識 して いて も、それが何なのかよ く分か
らないまま、武 さんはなん とか私に説明 しようと一生懸命 努めていた。しか し、「表現
をサポー トする総合1と い うのはあ まりにも大まか な言い方で、聞いて もさっば りわ
か らない。 おそ らく、武さんは 自分の総合が どうい うものか、以前説明 したこ とがな
かった と思 う,心 の中では、確 かにその違いを感 じ取 っていて も、ことば と して表 し
た ことはなかっただろ う。
ところが、 この暖昧だった武 さん流の総合の定義 は、対話が深まるにつれ 、だんだ
んその姿が鮮明に現れてきた。 霞が かかっている ようにぽんや りしていた武 さん自ら
に とってのr総 合」 を、対話の真 っ最中に、ついはっき りした ことばをもって明瞭に
語 って くれた。
T;私 の中の総合はr出 す ・出す・出す」だけじゃなくて、もうr入れて、出す」、インプットだね。で
も、そのインプットは何のためかというと、r出す」ためのインプット。
つま り武 さんは、学習者が内面に持 ってい るものを言語の形 で外側 に引っ張 り出す
ことだけの総合は物足 りない と思っていた。学習者 がい ろんな表現を使い 自分 を剥き
出せる ようにす るには、や は り語彙 な り文型な りが外側か ら与え られない といけない
と思っていた し、 しか もその よ うなイ ンプ ッ トとい うものは、教室担 当者だけでなく
クラスメンバー全員か ら行 われるぺ きだ と強 く確信 していた。
私は、武 さんが 自らの総合 を見つけ出す場面を見なが ら、「総合」の本当の意義を身
をもって経験す る気分 になった。 自分が 丁なん となく」感 じていたことをことぱの形
に して、人 に納得 してもらうこ と。 その過程 を武 さんが見せて くれたのであ る。 自分
の ことばで、 自分の思 っていた ことを語 ることこそが 「総合iを す る本 当の意 味であ
るだろ うし、だか らこそ、そのr考 えること」を怠 っていて はr総 合」 と呼べな くな
るのである。
こ うや ってr武 流の総合」 とは何か、ついに決着 をつけた武 さんは、以来、対話が
終わ るまで、まるで反鯛するよ うに何度 も繰 り返 し自分に とっての 「総合」を強調 し、
再確認 していた。それ に伴い私は、つ らく思われて もr考 える」 ことをあき らめては
いけない と思 うよ うになった、








W=え え、その ほかの楽 しみがあるか らまた来 る形 にす る。だか ら先生零が ものす ご く面 白いか、 ほか の
なんか …、いつ も 「おい しい」何 かがあって、来 るよ うにす る しかないですね。や っぱ り考 えない と
「総合 」にな らないとい うのは、改めて認 識 しました。だか ら.っ らく思わせ ないよ うに、雰囲気 を
もっと楽 しくす る!そ れで、周辺 環境 を楽 しくすることで、考 えるのがつ らくて も、ほかの何かの魅
力があ るか ら続 けて こられる 「総合」 を…。
T=う ん…、で も、考 えるのがつ らい けど、楽 しい と思 えな ければ…。
r総 合 」 はr考 え る こ と」 で あ る と認 め て も 、 や は り武 さん と 私 と は 、 こ こが 違 っ
て い た 。 私 に 、 考 え る こ との つ ら さ は 、 避 け て 通 れ な い も の で あ る 。 だ か ら 、 考 え る
こ と以 外 の 過 程 を 非 常 に 楽 し くす る こ と で 学 習 者 の 総 合 活 動 を 続 け させ た ら とい っ た
の は 、 対 話 中 の 思 い つ き だ っ た 。 しか し、 武 さ ん は 、 自分 の 中 に 潜 り こ み 、 答 え を 見
つ け る ま で あ の 暗 闇 を 浮 遊 し続 け る こ と をr楽 しい 」と思 わ な け れ ば い け な い と い う
。
Tl私 はっ らい作業が楽 しいものだ と思 うのが一番いい と思 うんだ けれ ども、そ こに思 えると ころまでに
は、い ろんな要素がない と続 けてい けない と思ってい るのね。 だか ら、その間 に、例 えば、あの う、
こ とわ ざをや ってみ た りとか、 とい うことは しているよね。 ヨコ総合 でも。
w:え え。
監 うん、擬音擬態語 をやってみた りとか、それ で、や っぱ り総合 をや っている と渇望感 が出て くる。
自分の中を出 してばか りいる。 出して、出 して、出 して、何 も入 ってこない と、渇望感 がす ごく出て
くるか ら、今入れ ているってい う意識 もない といけない … と思 うのね。だか ら、その辺 をごまか しな
が らや って いる。 うん、だか ら、それ が、ヨンナム さんが言っている 「楽 しい 」の意味 だったら、そ
れ は ヨコ総合 ではや っている。 そ うい う意 味では。
W=そ れ が…。武 さんの総合 でしょ うかね …。
T;あ あ、そ うか もしれ ない。だか ら、私 もごまか しつつや ってい くとい うことは してい るけ ど、最終的
には、その ごまか しつつ連れて行 きな がら、自分が このつ らい活動 が楽 しんだ とい うことを目指 して
い る。
武 さ ん 流 の 総 合 は 、r入 れ て 出 す 」 イ ン プ ッ トを 念 頭 に 置 い た 形 の も の で あ っ て 、彼
女 はr考 え る 」 行 為 を 学 習 者 に 楽 し く思 わ せ る よ うな ク ラ ス 活 動 を 目標 と して い る,
今 回 の 対 話 でr総 合 」 に対 す る武 さん 固 有 の 考 え 方 や 、 教 師 と して の 固 い 信 念 な ど を
見 つ け 出 せ た よ うで うれ しか っ た も の の 、r考 え る こ と」=r楽 しい 」 こ と とい う公 式
に は な か な か 納 得 が い か な か っ た 。 つ らい 思 考 を 楽 しい 活 動 に 変 身 させ る こ と?私 に
は ま る で 、 夢 の よ う な 話 だ っ た 。 そ ん な こ と、 た だ 理 想 に 過 ぎ な い の で は な い か 。 私
の 中 にr考 え る こ と 」=rつ ら い こ と」 と い う認 識 が 、 長 い 間 、 あ ま り に も 頑 固 に 根
付 い て い た か ら か も しれ な い 。 そ れ で 、 ま さか こ の 対 話 で 武 さん と の 一 致 点 を 見 っ け
出 す と こ ろ ま で 至 る と は 、 思 い も しな か っ た,
★ ク ラ ス担 当者 の こ と
。
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5-3.あ っ 、 一 致 した 。
自 分 が 言 い た い こ とは 何 か?そ れ を こ と ば にす る の は 簡 単 で あ りそ うで 、 実 は とて
も 難 しい こ と で あ る 。 一 言 で 表 そ う と して も な ん だ か す っ き り しな い 、 ま た は 表 現 が
不 適 切 な 感 じが す る とき 、 そ の 原 因 は と こ に あ る の か 。 自 分 の こ と ば や 表 現 が 不 足 し
て い る か らだ と は 思 わ な い 。r総 合 」 で は よ くr自 分 を く ぐ らせ る」 とい う用 語 を 用 い
る が 、 こ れ は 深 く 、 丁 寧 に 考 え を 重 ね て 、 本 当 に 言 お う と し て い る も の をr自 ら見 っ
け 出 す 』 と い う こ と を 意 味 す る。 そ れ に 、 こ の よ うなr自 分 の こ と ば の 発 見jは 他 者
と の 対 話 、 つ ま りイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に よ っ て だ ん だ ん 明 確 に な る の で は な い か と思
う、 私 の 場 合 、 武 さん との 対 話 を繰 り返 す 中 で 、 自 分 が 本 当 に 思 っ て い た の は 何 だ っ
た の か を 見 つ け 出 す こ とが で き た 。
私 は こ の 対 話 を 始 め るず っ と前 か ら、考 え る こ と は つ ら い こ と だ と強 く思 っ て い て 、
そ れ を な くす た め に は ど うす れ ば い い の か ば か り を 今 ま で 悩 ん で き た 。 と こ ろ が 、 私
に と っ て も思 考 を 深 め る こ と が い つ も100パ ー セ ン トrつ らい 」行 為 で は な い こ と を こ
の 対 話 の 中 で 気 づ く の で あ る。
W=そ ういえば、今ふ と思 ったんですが、私は この よ うな活動の経験 がも う3唾 回 くらいになるんですね。
も う、そんなにつ らい とは思わな くな りま した、正 直に言 うと。最初は今 も忘れ られない ぐらい大変
だったんです け ど、今 は・私は、それ を楽 しんでいるか もしれない。 その…考えるつ らさ…。
T;い ま?あ 、そ うなんだ。
W:う ん、多分 …慣れた か らだ と思 うんです。深 く考えるこ とに慣れ てない人 を考え させ ると最初は もの
す ごくっ らい…です け ど、何回 も何回 もその くらいの レベル までは考 える、その境地(笑)に なって
い ると、そこまで 〔深 く)考 えて もそんなにっ らくはない と思 うし、む しろ自分の 言いたかったのを
相 手にrう ん うん」 となずいて もらった ら、多分それ が楽 しい と思 う。それが、いま武 さんがおっ し
ゃるr考 えるこ とのつ らさが、反面楽 しさに変わ ること」じゃないか と…、自分が考えて言語 化でき
ないこ とを…
Tlこ こで共に言語化 しま しょう!あ あ。
W;そ うですね。 す ごく魅力的だ と思います。だ から、(学習者 が〉そ れを魅力的 だ と、思った ら考え るこ
とをつ らい と思わ ない
T:そ うかそ うか。そ の喜びなの よね、結局、 ここで私が…、そ うだそ うだ。 はい 、一致 します。 はい。
だか ら、 自分が考 えていたけれ ども言 語化できなか った ものが言語 化できるよ うにな る。
監 それで、それ を言 ってみんながrは あ」 といったら.
T;喜 び 、喜び!
Wlも うそれ以 上ないですね。結局 目標は、自分がいえなか った ことが言える喜びを与えること。そ うす
るためには ど うすれ ばいいかを考 えるべ きすね。
T;と い うか、言語化で きなかった自分の考 え方を言語化 して人 に理解 して もらえる。自分 が理解 され た






rはい、一致 します。」武 さんは、こ う言いなが ら、両手を挙げた。や っ と終着駅 に
た どり着いた とい う安堵 と、まちまちだった意見がっいひ とっにま とまった とい う喜
悦 のよ うな ものが彼女の顔に浮かび上がっていた。 しか し、 この とき私 は、あ ま りに
も自分の考 えの整理 に没頭 していて、だ しぬ けな出来事にぽかん とした顔 を していた
だろ うと思 う、
私 は、学習者 に何回 も総合 に参加 しても らいたい と思 っていた。それ はr総 合」が
既存 の暗記学習 よ り効果的な 日本語学習方法だか らではない。ここで学習者はそれ ぞ
れ の 日本語で 自分 を語 り合い、互いに理解 し合 うとい う活動 を通 じて、結局他者 と心
がつ なが るとい う喜びが味わえるか らである。 その過程 の中で人 に納得 して もら うた
め、一生懸命 日本語での自分の ことばを探 ることは、楽 しい ことに他な らない と思 う。
人問 は誰 もが 自分の意見が他者に受け入れ られた り、気持ちを理解 して も らった り
す ると うれ しくな ると思 う。 しか し、ことばで表すのが難 しいか らとい って表覗す る
行為 を怠 ると、高 く囲われた 自分の城 から出 られないまま独 りぼっちにな るのではな
いか,他 者 と心 を共有す るためには、まず 自分 を語 りだす ことからは じめない とい け
ない し、またそのためには、深 く 「考 え」 ない といけない。
人 に伝 わる私の ことばを見つけるためにr考 える」 こ とは、本 当にrっ らい」 こと
なのか。今 はむ しろ、単語や表現 を変 えるくらいの言い回 しだけを求め るクラスでこ
そ、その もどか しさが次第につ らさに変わってい くだろ うと思 う。学習者一人ひ とり
の思いや気持 ちが他者の心の奥へ まで届 くよ うなこ とばが生み出 され るr総 合」 クラ
スを目指 したい。その自分のことばを探 してい る一瞬一瞬 を、学習者はきっ とr楽 し
く」感 じると思 う,私 は、学習者誰 もがは じめて参加す るr総 合」 クラスでこの よ う
なr楽 しみ」r喜 ぴ」 を実感 し、 日本語習得 のひ とつの形 と して、ず っ とr総 合」 と付
き合ってい くことを願 ってやまない。将来、私流 のr総 合 」がどの よ うな形 で現れ る
か、今 は想 像できないが、この気持 ち さえ持ち続 ければ、きっと大丈夫 だろ うと,思う。
6.結 論
r総合』 には じめて出会った今年の4月 、私の中には2つ の違 う思いが交差 してい
た、 ひ とつは、は じめて接す る風 変わ りなクラスに対す るr関 心」 であって、 もうひ
とつは、将来 日本語教師と して このや り方 だけを一生続 けることになるのかとい った
rっま らな さ」であった。動機→対話→結論 を書 くとい う活動は ど うも単調にみ えて、
クラスに参加 した初 目からrほ か のや り方 は考 えられないか」 と一人で 工夫 し始めた
のである。
この時か らすでに私はr総 合」 は教え方、つ ま り教授法 だと思い込み は じめてい た
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と思 う。 それ に実際参加 したその毎週の活動 の中には、平凡に見 えなが らもかな りの
苦労が潜 まれてい ることに徐々に気がっ く。 それは、私 自身 の考えがいや になるほ ど
しつ こく間 われ るとい うことにあった。 自分 もわか らない、それに説明 した こともな
いのに、クラス メー ト達は疑問に満 ちた顔 で しき りにrな ぜ?」 と聞き続 けて くる,
今までクラス とい う場 での日本語 のや り取 りはいつ も表面的 だったか ら、私の中にあ
る本物 のこ とば を取 り出すためにr考 える」 ことは、正直につ らかった。それで、,思
考活動 を軽 くすれ ば気楽で楽 しめる 「総合」 もあ り得 るのではないか と、またもや工
夫 し始 めたので ある。
これ らの工夫の根本的な問題は、r総 合」はや り方だ とい う私の錯覚にある。r総 合」
が教授 法だと思い込んでしま うと、何 を試み ても本当のr総 合」 とはかけ離れたもの
にな る可能性が多い。武 さんの指摘 どお りr総 合」は、言語学習にお けるひ とつ の考
え方に基づいた クラスの表 し方で ある。 だか ら、私が求めたいr総 合」 はその理念か
ら出発す るべきであった。いま 目に見えるr総 合」を何 とかや りく りして 自分の都合
のいい方向に向かせ よ うとしていたか ら、武 さん との対話 も水 と油がい っ しょにな っ
た よ うに長い時間、互いの意見が空回 りしていたのである。
r日本語教育実践研究(9)」 を受講 したか らであるが、r私 にとっての総合」 とい う
レポー トを書 くことになって、本 当によかったと思 う。 このホ ッとす る気持ちは、動
機 を書 く段階か らな りはじめ、対話 をしてい たときも、それ に今のこの瞬間 も変わ ら
ない。 もしこの よ うに、私 にとってのr総 合」の意味が問われなかった ら、恐 らく私
はrち ょっと違 うスタイルの総合」 とい うや り方ばか りを永遠に模 索 していたので は
ないか。「私 の総合」 とい うレポー トを書 くことになったおかげで、それにその対話相
手が武 さんであ ったため、いま思 う私のr総 合」は、前 とは違 うものになっている。
もちろんr楽 しい総合まに したい気持ちは変 わっていない。 しか し、学習者に楽 しい
クラスを与 えるため、「考える」ことを軽 くさせ ることも、それ以外 の環境 を面 白くし
て学習者 をごまかす ことも今は考 えていない。学習者 自らが他者の理解 を得るため積
極的に 自分の ことばを探るとい うことこそが 、このr総 合」 クラスにおいてのr楽 し
い」 ことであ るか らだ。将来私のr総 合」 に参加 する学習者た ちは、は じめての活動
か らこの楽 しさを味わってほ しい。それ で、 日本語でコ ミュニケーシ ョン したいか ら
といって単語や文 型ばかりを我慢強 く覚えるのではな く、ず っと私 とい っ しょに自分
の ことばを探 し出す活動を続 けてほ しい。
武 さんは、本 当に私 の好 きな大先輩であるが、2回 にもわたって しまった今回 の対
話を通 じて以前 にもま して尊敬す るようにな った。幸運に もこんな方 と対話をす る時
問を持 つことがで き、 とても うれ しく思っている。最後に、 この レポー トを作成す る
チャ ンスを与えて くだ さった細川先生 に感謝す る。
(キム ヨンナム ・修士課程1年)
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